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謹賀新年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
の
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
医

療
関
係
者
の
皆
様
、
感
染
防
止
対
策
に
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
全
て
の
県
民

の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

前
年
に
引
き
続
き
、
昨
年
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
抑
え
込
み
」
と
「
経
済
の
回
復
」
に
全
力

を
注
い
だ
１
年
で
し
た
。
同
時
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、
新
た
な
富
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
政
策
に
も
、
果
敢
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
本
の
温
泉
文
化
を
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
運
動
に
関
し
て
は
、
全
国

有
数
の
温
泉
王
国
で
あ
る
群
馬
県
が
中
核
と
な
っ
て
、
与
党
の
国
会
議
員
連
盟
や
、
知
事
の

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
遺
産
登
録
に
向
け
た
強
力
な
推
進
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
出
来
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
群
馬
県
が
、
他
県
よ
り
一
歩
進
ん
だ
「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」
や
「
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
の
強
化
」
を
打
ち
出
し
、
次
々
と
政
策
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
で
、
本
県
の
存
在
感
や
評

価
は
、
大
き
く
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実
際
、
２
つ
の
大
手
企
業
が
群
馬
県
へ
の
本

社
機
能
の
移
転
を
決
め
ま
し
た
。
知
事
と
し
て
、
こ
う
し
た
動
き
を
と
て
も
力
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。

４
月
に
は
、Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
に
お
い
て
、初
め
て
誘
致
に
成
功
し
た
重
要
な
国
際
会
議
「
Ｇ

７
群
馬
高
崎
デ
ジ
タ
ル
・
技
術
大
臣
会
合
」が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。群
馬
県
が
目
指
す「
デ

ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
」
の
推
進
に
大
き
く
弾
み
を
つ
け
る
と
共
に
、
群
馬
の

魅
力
を
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
分
野
に
お
い
て
は
、「
群
馬
県
森
林
・
林
業
基
本
計
画
２
０
２
１

－

２
０
３
０
」
の
策
定
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
大
胆
な
構
造
改
革
と
産
業
基
盤
の
強
化
に

よ
り
高
コ
ス
ト
体
質
か
ら
の
脱
却
と
収
益
性
の
向
上
を
図
り
、「
自
立
し
た
林
業
・
木
材
産
業
」

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、昨
年
３
月
に
は「
２
０
５
０
年
に
向
け
た『
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
』実
現
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。「
自
然
災
害
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」、「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
」
な
ど
、

「
ぐ
ん
ま
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本
年
も
、
群
馬
県
が
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
た
「
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
誰
も
が
幸

福
を
実
感
で
き
る
自
立
分
散
型
の
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
知
事
で
あ
る
私
が
自
ら
先
頭

に
立
ち
、
邁
進
し
て
い
く
決
意
で
す
。

県
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
県
政
へ
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

令
和
５
年
１
月
１
日　

令
和
5
年
の
念
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
「
グ
ラ
フ
み
ど
り
の
群
馬
」
を
ご
愛
読
下
さ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
発
生
し
て
か
ら
3
年
余
り
が
経
過
致
し
ま
し
た

が
、
未
だ
に
収
束
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
感
染
防
止

対
策
の
徹
底
と
共
に
、
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
4
月
、
安
中
市
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
県
議
会
議
員
か
ら
市
長
に
立

場
が
替
わ
る
中
で
実
感
し
た
こ
と
は
、
群
馬
県
庁
に
お
け
る
林
政
人
材
の
豊
富
さ
で
す
。
環

境
森
林
部
と
い
う
林
政
に
携
わ
る
数
多
く
の
県
職
員
が
本
県
の
林
政
を
担
っ
て
頂
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

一
方
、
市
町
村
の
多
く
は
林
政
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
そ
れ
が

市
町
村
に
お
け
る
林
政
施
策
の
停
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
故
、
現
実
的
に
は
林
政
施
策
は
市
町
村
で
は
な
く
、
林
業
を
熟
知
し
て
い
る
各
森

林
組
合
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

林
政
施
策
の
一
つ
に
森
林
環
境
譲
与
税
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
譲
与
税
は
県
と
市
町
村
に

配
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
で
は
そ
の
多
く
は
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
森
林
整
備
や
木
材
利
用
な
ど
後
年
度
の
支
出
に
備
え
る
た
め
と
の
理
由
で
す
が
、
実
施

可
能
な
適
切
な
事
業
が
見
い
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
本
当
の
理
由
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の

こ
と
も
林
政
人
材
の
脆
弱
性
を
物
語
る
も
の
で
す
。

県
に
お
か
れ
て
は
是
非
、
林
政
に
お
け
る
市
町
村
の
人
材
育
成
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

頂
き
た
い
と
要
望
致
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
本
県
の
更
な
る
林
政
推
進
に
つ
な
が
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

本
県
は
関
東
一
の
森
林
を
有
す
る
県
で
あ
り
、
県
で
は
「
森
林
県
ぐ
ん
ま
」
か
ら
「
林
業

県
ぐ
ん
ま
」
を
目
指
し
、
木
材
流
通
・
加
工
の
基
盤
強
化
と
需
要
拡
大
、
林
業
シ
ス
テ
ム
の

改
革
、
森
林
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
真
の
「
林
業
県
ぐ
ん
ま
」

へ
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

今
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
気
候
変
動
問
題
の
解
決
に
向
け
て
重
要
な
こ
と
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
、
Ｃ

Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
す
る
取
組
に
加

え
、
植
林
や
森
林
管
理
な
ど
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を
増
加
さ
せ
る
取
組
を
あ
わ
せ
て
、
実

質
的
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
日
本
を
は
じ
め
、
１
２
０
以
上
の
国
と
地
域
が

２
０
５
０
年
ま
で
の
実
現
を
目
指
し
て
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
森
林
・
林
業
の
果
た
す
役
割
は
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
地
球
を
救
う
林
業
」
に
携
わ
る
と
い
う
崇
高
な
誇
り
を
胸
に

秘
め
、
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の
健
全

な
発
展
を
通
じ
た
農
山
村
の
振
興
、
並
び
に
森
林
整
備
事
業
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

群
馬
県
造
林
協
会

会
長
　
岩
井 

　
均

群
馬
県
知
事

山
本 

一
太

前橋市上大島町96番地（〒379-2153）

日常に感動を、感動を日常へ
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高 嶋 伸 二

星 野 　 寛

大 川 弘 志

0279-75-3026

東 間 隆 光

井 田 由 夫 北群馬郡榛東村新井2935

吾妻郡中之条町大字中之条町1836(吾妻森林組合内)

370-3503 027-386-5901

027-223-1111

星 野 本 三

平 方 　 宏

一 場 章 良

熊 川 　 栄

星 名 建 市

八木原 勇 治

狩 野 浩 志

小　渕　優　子

髙 橋 範 行

霜 田 和 志

平　田　公　平

八木原　勇　治

小森谷　孝　志

須 永 宜 夫

企画部地域政策課

石 橋 照 夫 前橋市苗ケ島町858 027-283-2363371-0241

2023年　賀　正

世界伐木チャンピオンシップに日本代表（５名）として本県より２名が世界伐木チャンピオンシップに日本代表（５名）として本県より２名が
出場（左：今井陽樹さん　右：横山大蔵さん）。直滑降ストリーム「と出場（左：今井陽樹さん　右：横山大蔵さん）。直滑降ストリーム「と
なりの始動人」にて知事と対談。なりの始動人」にて知事と対談。

（一社）群馬県木材組合連合会

木のある暮らしをしてみませんか！
木材の可能性を拓く、JAS構造材をご使用ください。

（令和４年度ＪＡＳ構造材実証支援事業）

群馬県水源林造林協議会

☎0279－75－3026

星 野　寛
吾妻郡中之条町大字中之条町1836（吾妻森林組合内）
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森森でであそぼう森あそぼう森でで学ぼう教室学ぼう教室親
子

「森を探検しよう！」
令和４年８月７日

　群馬県では、森とふれあいながら、森の素晴らしさを学んでもらうこと
を目的に、渋川市にある群馬県憩の森森林学習センターを会場に、「親子
森であそぼう森で学ぼう教室」を開催しています。令和４年度は自然観察
会やクリスマスリースづくりなど計６回の教室が開催されました。
　令和４年８月７日には、「森を探険しよう！」をテーマに自然観察会が
行われました。観察会では、“黄色い花”や“鳥の声”などが書かれたビ
ンゴカードを活用し、テーマを探しながら森林内を散策。香りや木肌など
五感を使って自然を感じ、自然の中で活動する楽しさを体験しました。
　10月15日、16日に行われた同事業では、年輪について学ぶことを目
的に「バウムクーヘンを作ろう！」をテーマに行われ、丸太切りやバウム
クーヘンづくりが行われました。丸太切りでは、薄く切ってコースターや
プレートを作成、切った断面の年輪を数えると「お父さんより年上だ」など、
木が長い年月をかけて成長していること、また木を植えて、育てて、使っ
て、また植える循環資源としての重要性を学びました。また年輪の出来る
仕組みをバウムクーヘンづくりで体験。１層１層焼き重ねて大きくなって
いくと、子供たちの笑顔も大きくなっていました。
　11月27日には「クリスマスリースを作ろう！」をテーマに実施。森
林内を散策して集めた木の実や葉っぱなどの自然の素材と、持参したオー
ナメントを活用しながら世界に一つだけのリースを作成。自然の素材を
活かしたものやリボンなどでカラフルに彩ったものなど、思い思いの作
品が出来上がっていました。

「クリスマスリースを作ろう！」
令和４年11月27日

「バウムクーヘンを作ろう！」
令和４年10月15日・16日

五感を使って自然観察五感を使って自然観察

クリスマスリースづくりクリスマスリースづくり

丸太切り体験丸太切り体験

安全を第一に、現場から地域の明日を想う。

1062-79
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　群馬県森林ボランティア支援センターでは、森林整備活動を行っているボラン
ティア団体の作業技術の向上や習得、安全な作業意識を高めることを目的とした
「森林ボランティア安全講習会」、また森林整備に興味のある県民を対象とした「森
林ボランティア体験会」をぐんま緑の県民税を活用して開催しています。
　安全講習会は、刈払機とチェーンソーの取扱方法として年２回行われ、点検・整
備方法や目立て等をはじめ安全に作業を行うための基準などの再確認を行いました。
　また、森林整備の未体験者を主として行われた体験会では、森林整備の主とな
る下刈り作業体験や間伐作業体験、放置林の増加により対策を求める声が高まる
竹林整備作業体験がそれぞれ開催されました。作業前には植えた苗木が雑草等で
覆われて枯れないようにする下刈り作業、樹木が込み合う事により起こる立ち枯
れや、温室効果ガス吸収や土砂災害などを防ぐ森林の公益的機能を高めるための
間伐作業といった、活動の目的や効果などについて学び、参加者も健全な森林を
守るために林業をはじめ手入れを行うことの重要性を感じていました。下刈り作
業では、手鎌や刈払機を使用して実施。植樹された苗木を傷付けないよう周辺を
手鎌で丁寧に取り除いた後、刈払機で広範囲にわたって下草の除去を行いました。
また、竹林整備では手鋸を使用して作業を体験。民家に近い場所にイノシシなど
の生き物が身を隠せる場所があることを実感すると共に、整備の方法や除去した
竹の処理方法などを体験しました。間伐体験ではチェーンソーによる伐倒デモン
ストレーションを見学の後、伐倒された木の玉切りを体験。ちょっとした油断が
大けがになることから操作を１つ１つ丁寧に確認しながら切り進めていました。
体験会の参加者からは、「森林を守ることの大切さと、大変さを知ることが出来
て有意義な体験会でした。安全に気を付けながら、森林を守る活動に積極的に参
加していきたい」との感想が聞かれました。

安全講習会
　令和４年 7月３日「刈払機の取扱方法および実地指導」
　令和４年10月２日「チェーンソーの取扱方法および実地指導」

森林ボランティア
安全講習会・体験会

体験会
　令和４年 7月10日「下刈り作業体験」
　令和４年 9月25日「竹林整備作業体験」
　令和４年10月30日「間伐作業体験」

間伐作業体験間伐作業体験

下刈り作業体験下刈り作業体験

竹林整備作業体験竹林整備作業体験

安全講習会「刈払機の取扱方法」安全講習会「刈払機の取扱方法」

角田建設工業株式会社
本社・工場/利根郡片品村須賀川7-1

☎（0278）58－2028㈹  FAX 58－2008

代表取締役　角田　恵子

総 合 建 設 業

パナソニックホームズ
提携代理店

群馬県沼田市西倉内町593

沼田土建 株式会社
取締役社長 青 柳 　 剛
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　県内各地から生産される優良材を展示することで、需要動向に応じた良質
素材生産の推奨及び素材生産技術の向上を図り、群馬県の林業の発展に寄与
することを目的に、群馬県では群馬県優良素材展示会を開催しています。
　第53回目を迎えた同展示会には、スギやヒノキなど22点が出品され、造
材技術や商品価値などの審査項目で採点が行われ、13点に最優秀賞をはじ
めとする賞が贈られました。

第53回群馬県優良素材展示会・表彰式
令和４年12月７日　群馬県森林組合連合会

最優秀賞
（林野庁長官賞、群馬県知事賞）

深澤  久仁汎 氏
� （樹種：スギ）

第53回群馬県優良素材展示会入賞者（敬称略）
最優秀賞（林野庁長官賞・群馬県知事賞）
　深　澤　久仁汎　　　　　（樹種：スギ）
最優秀賞（群馬県知事賞）
　木　村　光　一　　　　　（樹種：スギ）
優秀賞（関東森林管理局長賞）
　安　中　市　　　　　　　（樹種：スギ）
　神　流　町　　　　　　　（樹種：スギ）
優良賞（群馬県森林組合連合会長賞）
　南牧村森林組合　　　　　（樹種：スギ）
　烏川流域森林組合　　　　（樹種：スギ）
　桐生広域森林組合　　　　（樹種：スギ）
技能賞（群馬県木材組合連合会長賞）
　赤城南麓森林組合　　　　（樹種：スギ）
　吾妻森林組合　　　　　　（樹種：スギ）
　下仁田町森林組合　　　　（樹種：ヒノキ）
努力賞（群馬県林業改良普及協会長賞）
　金子産業　　　　　　　　（樹種：スギ）
　利根沼田森林組合　　　　（樹種：スギ）
　鏑川東部森林組合　　　　（樹種：スギ）

ぐんまの木製品展示会 ぐんまの木製品展示会 ㏌㏌ かわば かわば
令和４年10月８日・９日　道の駅「川場田園プラザ」
　群馬県では、森林資源に恵まれた群馬県の木材を
使った個性豊かな木製品の紹介を通し、県産木材の
魅力と県内事業者の高い技術力を広く発信するため
に、「ぐんまの木製品展示会」を開催しています。
　令和４年は３月に高崎市のオーパで実施されたの
をはじめ、令和４年10月８日・９日には、川場村の
道の駅「川場田園プラザ」を会場に開催されました。
　会場には、ウッドスタート宣言による木育として
誕生記念で各市町村からプレゼントされている「木
のおもちゃ」をはじめ、木材を原料に蒸留した精油
やスプレー、日用品やインテリア、ウクレレなどが
展示されていました。なかでも尾瀬の木道の廃材を
使用したヘッドホンは特に注目を集め、来場者は木
材の加工技術や多様性について関心を寄せていまし
た。 ぐんまの木製品展示会ぐんまの木製品展示会

関東一の林業県を目指して！
　　　　渋川県産材センターから林業再生!!

代表理事会長　八木原 勇治

本所  前橋市上大島町182-20 ☎(027)261-0615㈹ 
渋川県産材センター    
渋川市白井乙佐又1236-4 ☎(0279)22-5000㈹ 

群馬県森林組合連合会
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フォレストワーカー就業支援事業フォレストワーカー就業支援事業
群馬県の森林を守り未来に継ぐ群馬県の森林を守り未来に継ぐ

　群馬県では、県内林業の向上と発展を目指し、今後の林業を担う人材確保に向けた取り組みを行っています。県内外における森林の仕事ガイダンス
などの周知活動のほか、林業に興味関心を持つ人向けの「ぐんま森林・林業ツアー」、就業を希望する人向けの「ぐんま林業就業支援研修」、県内高校
における林業体験学習など多岐にわたり行われています。

「ぐんま森林・林業ツアー」
令和４年７月29日　吾妻森林組合林業現場ほか
　群馬県の森林・林業に興味関心があり、林業への就業意欲がある人を対象
に、林業現場の様子を知ってもらうことを目的としたバスツアー「ぐんま森
林・林業ツアー」が、令和４年７月29日に開催され、首都圏内より５名の
参加者が集いました。
　ツアーでは、吾妻森林組合の林業現場や渋川県産材センターの見学、吾妻
森林組合吉田参事による森林組合での作業内容をはじめとする現況、群馬県
林業労働力確保支援センターと吾妻森林組合・烏川流域森林組合の現場従事
者を交えた意見交換などが行われました。
　林業現場見学では高性能林業機械をはじめとした作業の様子や、コストを
減らし生産性を高めるための取り組みなどについて説明が行われました。現
場見学や吉田参事による講話ののちに行われた意見交換会では、参加者から
不安などが率直に投げかけられていましたが、意欲溢れる感想も多く聞かれ
ました。

　群馬県内で林業への就
業を希望する人を対象に、
令和４年９月５日から
16日、ぐんま林業就業
支援研修が開催されまし
た。この研修では、県内
森林組合などの林業事業
体での現場作業実習など
10日間の研修が行われ、
林業に就業する前の体験
の機会として行われてい
ます。
　チェーンソー・刈払機
の基本操作、伐倒練習機
による伐倒練習に加え、
本年度はＶＲチェーン
ソーやハーベスタシミュ
レーター等の体験も行わ
れ、安全への取り組みや
林業機械の体験なども行
われました。

「ぐんま林業就業支援研修」
令和４年９月５日～16日　県内森林組合ほか

意見交換会意見交換会

ハーベスタシミュレーター体験ハーベスタシミュレーター体験

伐倒練習機による伐倒練習伐倒練習機による伐倒練習

この美しい森林を次世代へ・・・

吾妻森林組合
代表理事組合長　　有　馬　嘉太郎

他　　役職員一同

□本　所　吾妻郡中之条町大字中之条町1836
TEL （0279）75-3026　FAX 75-2618

烏川流域森林組合
間 伐 を し よ う ！ ！

代表理事組合長　　市 川  平 治
　　　　　　　他　役 職 員 一 同
高 崎 市 倉 渕 町 三 ノ 倉 3 0 3

☎（027）378-2030　FAX378-2305
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　令和４年10月12日、利根実業高校において、森林・林業講習が開催され、森林科
学コースの２年生・３年生の約40名が参加しました。
　講習では、県職員等が講師を務め、森林林業に関する講義やタブレット測量とデジ
タルコンパス測量の比較体験、ＶＲチェーンソーやハーベスタシミュレーター等が行
われました。生徒は普段体験することの出来ないシミュレーターに興味を示すと共に、
林業の一端にふれ林業への理解を深め関心を高めていました。

高校生・学生を対象とした林業体験学習
群馬県の森林を守り未来に継ぐ  フォレストワーカー就業支援事業群馬県の森林を守り未来に継ぐ  フォレストワーカー就業支援事業

利根実業高校「森林・林業講習」
令和４年10月12日　利根実業高校

　甘楽富岡地域の森林・林業
についての理解を深め、将来
の職業選択の参考にしてもら
うことを目的に、富岡実業高
校生物生産学科２年生を対象
に校外学習として、下仁田町
森林組合での事業説明や大桁
県有林での伐倒模範演技が令
和４年11月17日・18日に
行われました。
　伐倒模範演技では、世界伐
木チャンピオンシップに出場
する同組合の横山大蔵さんが
見事な伐倒を披露。林業の魅
力ややりがいなどの話に生徒
も真剣な眼差しで聞き入って
いました。
　また、12月１日には、富
岡合同庁舎で森林・林業関係
の若手職員との交流も行われ、
体験談に興味深く耳を傾けて
いました。

富岡実業高校「校外学習」
令和４年11月17・18日、12月１日　大桁県有林ほか

県産材の需要拡大を担う人材育成へ

「ぐんま木造建築
�未来マイスター養成講座」
令和４年８月９日　前橋工科大学
令和４年８月23日　�渋川広域森林組合

林業現場ほか
　群馬県では、県産材の需要拡大を担う人材育成を図るこ
とを目的に、大学生や高校生、専門学生を対象とした「ぐ
んま木造建築未来マイスター養成講座」を開催しています。
同養成講座は、木造建築の基礎を学ぶ座学と、木造建築に
必要な加工などを学ぶ現地見学の２日間の日程で行われま
した。
　令和４年８月23日に行われた現地見学では、渋川広域
森林組合の林業現場や渋川県産材センターを視察し、木が
伐採される様子や製材過程について知識を深めました。施
設見学の後は群馬県林業試験場で木材強度試験の様子を見
学、様々な条件や長期間の実験を経て安全確認がされてい
る様子に、木の特性を生かした建築物の設計に思いを巡ら
せていました。

測量体験測量体験 シミュレーター体験シミュレーター体験

群馬県林業試験場見学群馬県林業試験場見学

渋川県産材センター見学渋川県産材センター見学

林業施業現場見学林業施業現場見学

石井　薫　他　役職員一同
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第23回群馬県きのこ料理コンクール

第47回群馬県児童生徒木工工作コンクール
　群馬県と群馬県木材青年協会が主催する、群馬県児童生徒木工工作コンクールが開催されました。
このコンクールは木工作品の製作を通して、木材の特性を理解し、工作技術を習得することで教育の
振興に寄与することを目的に毎年開催されています。
　第47回目を迎えたコンクールには、県内119の小・中学校から2,943点の作品が応
募され、51作品に群馬県知事賞をはじめとする各賞が贈られました。
　令和４年11月11日から13日の３日間には、入賞作品に学校代表作品を加えた200点
を超える作品が県庁県民ホールに展示され、木目や枝の形などを活かした動きのある作品
や、子供たちの自由な発想と想像力あふれる作品の数々に、来場者は目をひかれていました。

令和４年11月19日　群馬調理師専門学校

小栗　輝大
「野球盤」

猪内　悠生「睡蓮池のカワセミ」

猪内　孔盟さん
「雄鶏と花」

展示会：令和４年11月11日～13日　県庁県民ホール
表彰式：令和４年11月13日　　 県庁昭和庁舎

群馬県知事賞
群馬県知事賞

３作品３作品
（敬称略）
（敬称略）

櫛渕　そら
「チェンジ!!! ３Ｄシアター」

　健康食きのこについての知識普及と県産きのこの消費拡大により、
県民の健康増進に資するとともに、きのこ産業の活性化を図ることを
目的に群馬県きのこ料理コンクールが行われています。第23回目を
迎えた同コンクールには、331点のレシピが応募され、１次審査を
通過した10名により、令和４年11月19日、群馬調理師専門学校を

会場に、調理審査が行われました。
　味や独創性、普及性などの項目で採点が行われた結果、川端希歩さ
んの「旨味たっぷりきのこ餃子」が最優秀賞に選ばれ、日本特用林産
振興会が主催する「きのこ料理コンクール全国大会」へ群馬県代表と
して出場することとなりました。

最優秀賞（群馬県知事賞）
川端　希歩さん
「旨味たっぷりきのこ餃子」

最優秀賞
　川端　希歩「旨味たっぷりきのこ餃子」
優 秀 賞
　小佐野祐希「エスニック風春巻き」
　小倉　柚葉「ヘルシーきのこキッシュ」
　中島　瑠香「きのこたっぷり和風キンパ」
　鈴木　　菫「豆乳ソースの豆腐キノコグラタン」

第23回群馬県きのこ料理コンクール（最優秀賞・優秀賞　敬称略）

紀 昭
26

前橋市天川大島町1248

HPアドレス　URL:https://www.hirakata-m.co.jp
TEL027-261-0216 FAX027-261-0254
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群馬県植樹祭は、戦争で荒廃した県土に緑を復興する郷土緑化運動として、
昭和21年に始められて以来、現在もその理念を受け継ぎつつ、森林、林業、
緑の大切さを訴える県民運動として行われています。
令和４年10月22日には、第75回目となる群馬県植樹祭が南牧村を会場
に開催され、約360名の県民が参加しました。
植樹祭の開催にあたり、群馬県知事山本一太氏は主催者代表あいさつで、

「充実した森林資源を活かし、伐って、使って、植えて、育てる。こうした
循環利用をすることで林業木材産業を大きく飛躍させたい。そして森林を守
り、育てる着実な取り組みによって、誰一人取り残さない持続可能な社会の
実現を目指し、県民の皆さんの幸福度を高めてまいりたい」と述べました。
式典では、群馬県緑化功労をはじめとする各種表彰が行われたほか、開催
地の南牧小学校の緑の少年団による“緑のメッセージ”が行われました。ま
た次回開催地の中之条町とのリレーセレモニーが行われ、南牧村からはスギ
とヒトツバナの苗木が、また中之条町からはケヤキの苗木が両町村長と緑の
少年団により交換され、群馬県植樹祭のバトンが引き継がれました。
式典終了後には、ジンダイアケボノやツツジなど189本の苗木を参加者
により植樹。大きく育ち、緑豊かな郷土へと繋がる事を願いながら１本１本
丁寧に植えられていました。

群馬県、南牧村、公益社団法人群馬県緑化推進委員会、関東森林管理局、群馬林政推進協議会、一般財団法人群馬県森林・緑整備基金、
甘楽富岡郷土緑化推進委員会、甘楽富岡林業振興協会

群馬県植樹祭群馬県植樹祭第75回第75回
令和４年10月22日　南牧村大字小沢地内
主
催

年末・年始
火曜日
（祝日の場合翌日）
☎0274-87-3350

清流南牧川沿いにある、美しい自然に
かこまれた道の駅です。
採れたての新鮮野菜や昔懐かしい味
のお惣菜、南牧村の名産品を数多く
取り揃えています。

9:00 ～17:00
代表理事組合長　小 金 澤  秀 喜

他　　　　役 職 員 一 同

甘楽郡南牧村大字小沢1304
　（0274）87－2102㈹  ℻87-3660
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緑化運動標語採用
　瀧澤　夏来
緑化運動ポスター原画採用
　狩野　結香
群馬県緑化功労
　市川　敬三
　井上　廣志
　南牧小学校緑の少年団
　群馬県森林土木建設協会富岡地区

本日ここに第75回群馬県植樹祭を開催
できますことは、南牧村にとりまして、光
栄であり、大変心待ちにしておりました。
県内外各地からご参加をいただきましたご
来賓ならびに関係者の皆様に、村民を代表
し、心より歓迎を申し上げます。
さて、本村はいにしえより農林業が盛ん
で大変豊かな村でした。その後の産業構造
の変化や、主生産物であるこんにゃく価格
の下落に加え木材価格の低迷により現在で
は、第一次産業に従事しているかたは数える程に減少してしまいました。
この会場は石灰採掘場の跡地を村が購入したもので、ここから見渡す景色
は緑だけです。そのほとんどが人工林で、何代にもわたる植林の成果です。
この会場も将来は緑豊かな公園等に整備してまいりたいと考えております。
また、人口減少高齢化は全国でもトップクラスの位置にありますが、村民は
みな明るくいきいきとした生活をしており、今日も元気に皆様をお迎えする
ことが出来ました。
さて、この植樹祭は、人々に森林や緑に対する理解を深めていただくため
の中心的行事であります。国のグリーン成長の実現に向けた基本計画、群馬
県の森林林業基本計画に基づき、私たち村民ひとりひとりが緑豊かなこの村
を次の世代へ引き継いでいけるよう決意するとともに、しっかりとした計画
のもと着実にすすめてまいります。特に、本村では、今回のテーマにありま
す、ＳＤＧｓを目指し、水源の涵養を活用する小水力発電、カーボンクレジッ
トを活用する森林整備の準備をすすめています。
終わりに本日の開催にあたり、ご尽力賜りました多くの皆さまに心より感
謝を申し上げますとともに、緑化運動の発展とご来場いただきました皆様の
ご健勝ご活躍をお祈り申し上げまして挨拶に代えさせていただきます。

主催者代表あいさつ　群馬県知事　山本　一太 氏

第75回 群馬県植樹祭第75回 群馬県植樹祭

群馬県植樹祭が、多くの皆様のご協力を頂きこうし
て開催できますことを主催者を代表して厚く御礼を申
し上げたいと思います。
群馬県植樹祭は、皆様ご存知の通り戦争で荒廃した
県土を一日も早く復興しようという県民の願いを込め
て昭和21年以来、県内各地を会場に森林、林業、緑
の大切さを訴える県民運動として開催を重ねてまいり
ました。長い歴史を誇る、大事な行事であります。
昨年は新型コロナウイルス感染症の拡大のためウェ
ブ配信による開催とせざるをえませんでした。しかし
ながら節目となる第75回目の本年は３年ぶりに皆様に
お集まりをいただき、ここ南牧村の地において開催出
来ました事を主催者として大変嬉しく思っております。
さて、本県は、利根川上流に位置し、県土の３分の
２を森林が占める関東一の森林県でもあります。首都
圏の水源という重要な役割を担っております。この大
切な群馬県の森林を守り続けるとともに、充実した森
林資源を活かし、伐って、使って、植えて、育てる。
こうした循環利用をすることで、林業・木材産業を大

きく飛躍させたいと思っております。
そのため、大胆な構造改革と産業基盤の強化によっ
て、“自立した林業・木材産業”の実現を目指す取り
組みをしっかりと進めてまいります。
また群馬県では、“自然災害による死者ゼロ”や“温
室効果ガス排出量ゼロ”など、全国に先駆けておこなっ
た2050年に向けた“ぐんま５つのゼロ宣言”の実現
を目指しております。そのため、林業経営を通じた森
林整備によって、水源涵養や土砂流出防止、二酸化炭
素吸収など、森林のもつ公益的機能の維持・増進を図
り、災害に強く、持続可能な社会の構築を図ってまい
ります。
今回の植樹祭のテーマは、「緑植え　わたしもでき
た　ＳＤＧｓ」です。森林を守り、育てる着実な取り
組みによって、誰一人取り残さない持続可能な社会の
実現を目指し、県民の皆さんの幸福度を高めてまいり
たいと思います。
結びに、皆様のますますのご健勝とご発展を祈念申
し上げ挨拶とさせていただきます。

開催地歓迎あいさつ

　南牧村長　長谷川　最定 氏

表  彰

表　彰（敬称略）

有恒鉱業株式会社
取締役社長　堂本　昭彦

甘楽郡南牧村大字小沢1265
☎（0274）８７－２２３１㈹
東京都中央区日本橋兜町17-1-204

国土建設㈱
南牧村千原455－1

代表取締役　石井 尚幸

総 合 建 設 業

☎（0274）87－3164  　　（0274）87－3454FAX
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第75回 群馬県植樹祭第75回 群馬県植樹祭

南牧村立南牧小学校　竹田　大悟 さん
　僕の住んでいる南牧村は、自然豊かできれいな山と川に囲まれ、とても住み
やすい所です。川には、きれいな水にしか生息しないと言われるヤマメやカジ
カといった魚が泳いでいて、夏にはホタルがとびかいます。３月からは紫色の
カタクリの花がさき、４月からはヒトツバナ、別名アカヤシオの花が山のいた
るところをあわいピンク色に染めていて、とてもきれいです。
　毎年秋には全校生徒で黒滝山に行き、野鳥の観察や巣箱かけを行います。
３年生以上は徒歩でまわりの山々を見ながら、頂上を目指します。山頂では、
友達と協力して巣箱を見たり、新しい巣箱を紐を使い木にかけます。作業は、
とても大変だけどみんなでやりとげる達成感はかくべつです。また、巣箱の中
を見ると鳥の卵があったり、時には蛇の卵も入っています。蛇の卵を見た時は、
「鳥たちは大丈夫だったのかな」と心配になったりもします。そして、お昼は
周りの木々を見ながら自然の中でおいしい空気とおいしいお弁当をみんなで楽
しく食べます。
　森林は災害を防いだり、きれいな水を生み出してくれたりします。その中に
動物も住んでいます。その動物と人間が共存できるように山を守り、緑を守る
ことが大切だと思います。僕たちがこれからできることは、山や川に行った時
などにゴミが落ちていたら拾うことや山の草花をむやみに取りすぎないように
することが緑を守ることだと思います。

南牧村立南牧小学校　石井　心絆 さん
　私の通っている南牧小学校は群馬県西部、形でいうとつるの羽の部分で長
野県がすぐ隣に位置するところにあります。小学校の目の前には川が流れてい
て保育園のころから、夏にはみんなで川遊びをするなど、たくさんの思い出が
いっぱいです。学校がある平日も家にランドセルを置き、サンダルにはきかえ
て、川にいる生き物の成長を見届けに行ったりしました。川にあるきれいな色
の石を探すことや泳ぐことなどが楽しみでもあります。
　春には、すばらしい新緑が見られます。同じ緑なのに何色にも見える景色は
本当にすばらしく目をうばわれるものがあります。桜など色とりどりの花が咲
いています。夏は大雨が降ると川の水かさが増しにごって茶色になります。し
かし、雨が止むと、たくさんの昆虫が見られたりします。冬には木々が白く染
まり、川の浅瀬はこおって、すべったりすることもできます。そんな四季折々
の自然を感じることができる南牧村が私は大好きです。
　また、小学校では毎年全校児童で巣箱掛けをします。そのときに、山の緑
の木々の中で野鳥の観察をしたり、鳥が住めるように巣箱をかけたりします。
今まで知らなかった自然のこともわかるので、とても楽しいです。ほかにも南
牧村に住んでいる人が主催のホタルツアーに出かけ、近くでホタルを見ること
ができました。川にいるたくさんの蛍がとても幻想的できれいでした。
　南牧村には、まだまだきれいな自然がたくさんあります。そんな南牧村の自
然をもっといろいろな人に知ってもらい、大人になっても南牧村の自然がその
ままであることを願って、自分にもできることを見つけてやっていけたらいい
なと思います。

緑のメッセージ

オープニングアトラクション

リレーセレモニー

書家　田坂州代さんによる書道パフォーマンス書家　田坂州代さんによる書道パフォーマンス

南牧村立南牧小学校
　竹田　大悟 さん
　石井　心絆 さん

南牧村と次回開催地の中之条町との苗木交換

中村製袋㈱
南牧村砥沢208－2

☎（0274）87－2037

ポリエチレン製品
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県民・企業・団体県民・企業・団体によるによる
緑化推進・森林整備活動緑化推進・森林整備活動

　「緑の募金」や「森林整備活動」など、県民・企業・団体による緑化推進・環境保全活動が行われています。
　緑の募金では、街頭募金のほか企業募金、店頭募金、特定の商品の販売数による募金など、様々な形で国民と
森林の橋渡しをする活動が行われています。
　また、森林整備活動では、森林整備協定や県有林整備パートナー事業を結んだ企業や団体、県民参加によるボ
ランティア活動が県内各地で展開され、年々、緑の輪が広がりを見せています。

令和４年９月９日　赤城県有林「ぐんぎんの森」

株式
会社群馬銀行「県有林整備
�パートナー事業 森林整備活動」

令和４年９月9日、県有林整備パートナー事業を結ぶ赤城県有林の
「ぐんぎんの森」において、㈱群馬銀行による森林整備活動が開催され
ました。
当日は、新入行員等約90名が参加し、間伐をはじめとする森林整備
を実施。森林の持つ土砂災害防止や二酸化炭素吸収といった公益的機能
を発揮するために、人間の手により手入れし育てることの大切さ、また
森林・自然を
守ることの大
切さについて
の講義なども
合わせて行わ
れ、森林整備
を通して広範
にわたる自然
環境の啓発が
行われました。

令和４年10月１日　沼田市市民の森

生活協同組合コープぐんま
「秋の森

も

林
り

づくり」
生活協同組合コープぐんまでは、沼田市と森林整備協定を結ぶ沼田市
市民の森において、森林づくり活動を実施しています。この活動は、森
林保全活動を通じ、環境を意識し地球温暖化防止の取り組みを幅広く実
践する人づくりとその輪を広げることを目的に、毎年春と秋の年２回行
われ、昨年からは別の場所で夏に間伐材を使用した木工体験も行ってい
ます。
令和４年10月１日には「秋の森林づくり」活動が行われ、春に植栽
した苗木周辺の下刈り作業や、間伐作業体験が行われ、子供たちは汗を
流しながらも楽しそうに活動に夢中になっていました。活動後には緑の
インタープリターの指導のもとネイチャーゲームを中心とした自然観察
会も行われ、自然の不思議や楽しさに笑顔が溢れていました。

下刈り体験下刈り体験

間伐体験間伐体験 自然観察会自然観察会

問い合わせ先
　（一社）沼田市観光協会　TEL：0278-25-8555
　 https://www.numata-kankou.jp/index.html

【沼田の冬は魅力がいっぱい】

沼田の冬はパウダースノーが自慢のたんばらスキーパーク
でゲレンデデビュー。スキーを満喫したあとは、老神温泉
で疲れた身体を癒やしましょう。
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県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

県有林整備パートナー事業を結ぶ、榛名県有林の「NSKぐんま未来
の森」を会場に、NSKグループ社員約25名が参加し、森林整備活動が
行われました。
当日は、除間伐木の玉切り作業を中心とした森林整備が行われたほか、
今後の活動の計画を兼ねて森林内の視察なども行われました。

令和４年10月15日　榛名県有林「NSKぐんま未来の森」
ＮＳＫグループ「森林整備活動」

株式
会社日本キャンパック「森林保全活動」 令和４年10月13日

前橋市苗ヶ島町大畑地内
飲料水の製造を行う、（株）日本キャンパックでは、「県有林整備パートナー事業」
への参加をはじめ、森林や水源を守る活動を精力的に展開しています。
令和４年10月13日には、企業参加の森林づくりにて森林整備等活動協定を結ぶ、
みやぎ千本桜の森公園に隣接する森林において森林保全活動が開催され約30名が参
加しました。当日は、間伐作業が中心に行われ、光の差し込む健全な森林づくりに向
け額に汗を浮かべながら取り組んでいました。また、間伐した樹木は枝打ちや玉切り
も行い、森林内の景観整備も合わせて行われていました。

日新電機株式
会社「森林整備活動」

令和４年11月12日　赤城県有林「日新電機の森」ほか
令和４年11月12日、日新電機㈱による森林整備活動が、県有林整備
パートナー事業を結ぶ赤城県有林の「日新電機の森」と、前橋市と協定
を結ぶ前橋市金丸町の前橋市有林の２ヵ所の森林で行われました。
赤城県有林では植樹地の下刈り作業が、前橋市有林では枝打ち作業が
それぞれ行われました。両地とも真っ直ぐな木を育て、健全な森林環境
を整えるために丁寧に作業が進められ、参加者も綺麗になっていく森林
の姿に充実した表情を浮かべていました。

枝打ち作業枝打ち作業下刈り作業下刈り作業

群馬センタービル　　群馬県邑楽郡明和町矢島1230
　　　　　　    0276-84-3210

本　　社　　東京都千代田区丸の内2-2-2
　　　　丸の内三井ビル６階　　03-3201-3181

群馬第 １ 工場　　群馬県邑楽郡明和町矢島1230
群馬第２工場　　群馬県邑楽郡明和町矢島1028

利根川工場　　群馬県邑楽郡明和町矢島900-1
赤 城 工 場　　群馬県前橋市粕川町室沢1171

岐阜工場　　岐阜県岐阜市
　　　　　　　鶴田町3-7-5

https://n ihoncanpack. jp/
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令和４年11月10日　ぐんま昆虫の森

株式
会社オープンハウス

「森林整備ボランティア活動」

株式
会社エイチワン「森林整備活動」 令和４年11月５日

榛名県有林「エイチワンの森」
㈱エイチワンによる森林整備活動が、令和４年11月５日、県有林
整備パートナー事業を結ぶ榛名県有林「エイチワンの森」において開
催されました。
活動では、下刈り作業や枝打ち作業を中心に行われ、林内を覆う笹
の除去や、高所の枝の枝打ちなどが行われました。

㈱オープンハウスでは、
令和３年９月に、ぐんま
昆虫の森をフィールドに
森林整備等活動協定を結
び、地域共創と森林保全
活動を展開しています。
令和４年11月10日に
は、同社約30名が参加
し、下刈りを中心とした
森林整備ボランティア活
動が行われました。参加
者は手鎌を使用して森林
内の笹などの除去を行う
と共に、刈払機の指導も
受けながら今後の活動の
拡充に取り組んでいまし
た。

県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

損害保険ジャパン株式
会社群馬

「森林整備活動」
令和４年11月16日　赤城県有林「損保ジャパン赤城の森

も

林
り

」
令和４年11月16日、県有林整備パートナー事業を結ぶ、赤城県有林

「損保ジャパン赤城の森林」において、損害保険ジャパン㈱群馬による、
森林整備活動が行われました。
当日は、13名の社員が参加し、枝打ち作業を中心に実施。健全な林
内環境を整えることに加え、多くの観光客が通る赤城県道沿いというこ
ともあり景観整備も意識しながら整備が進められていました。

わたらせ森林組合
ラミナ製材 チップ・オガ・ペレット製造販売・円柱加工・防腐など

代表理事組合長　木村光一　他　役職員一同

地域材加工センター　　みどり市東町荻原19-1
小径木加工センター　　みどり市東町荻原29-1

みどり市東町花輪237 Tel：0277-97-2126
FAX：0277-97-2127

1

村上　利朗
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県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動県民・企業・団体による緑化推進・森林整備活動

日本カーリット株式
会社

「県有林整備パートナー事業」
令和４年11月15日　群馬県庁
群馬県では、地球温暖化防止など森林が持つ多様的な機能の向上を図
ることを目的に、企業や団体からの寄付により整備や保全を行う県有林
整備パートナー事業を行っています。令和４年11月15日には、日本
カーリット㈱より同事業への賛同を受け、寄付金の寄贈が行われました。
今回パートナー事業が結ばれたのは榛名県有林伊香保経営区の3.1ha
で、５年間の整備事業費として150万円が寄贈されました。同社の森
下貴氏（同社代表取締役社長）は、「地元への恩返しと共に、森林整備
の推進を通して地球温暖化防止に少しでも役に立てていただきたい」と
言葉を寄せるとともに、「社員等が参加し森林整備にも取り組んでいき
たい」と意欲を見せました。

令和４年８月26日、群馬県庁において、㈱クスリのマルエよりぐん
ま緑の県民基金への寄付金の寄贈が行われました。同社からの寄付金の
寄贈は、レジ袋の有料化を機に始められ、有料レジ袋の販売収益金を自
然を守る活動に活用していくことを目的に同基金へと寄付されています。
当日は、江黒太郎氏（同社代表取締役社長）より、群馬県知事山本一
太氏へと1,141,725円が手渡されました。

群馬県ゴルフ場支配人会
「緑の募金寄贈」
令和４年11月21日　群馬県庁
群馬県ゴルフ場支配人会では、森林整備に寄与する団体に参加費の一
部を寄付することを目的に、群馬県森林・緑整備推進チャリティコンペ
を開催しています。令和４年11月21日には、第10回目となる同コン
ペに寄せられた参加者からの寄付金を緑の募金として、群馬県緑化推進
委員会へと寄贈を行いました。
群馬県庁にて行われた寄贈では、群馬県ゴルフ場支配人会の國武会長
より、群馬県緑化推進委員会八木原理事長へと手渡され、郷土緑化への
願いが託されました。

パナソニック内装建材株式
会社群馬工場

「県有林整備パートナー事業」
令和４年11月24日　群馬県庁

パナソニック内装建材㈱群馬工場より県有林整備パートナー事業への
申し出を受け、同事業への寄付金の寄贈が行われました。今回事業の協
定が結ばれたのは、川場村の川場県有林（２ha）で、令和９年８月ま
での５年間。寄贈された100万円を活用し除伐をはじめとする森林整
備が進められることとなっています。
岸本勝氏（同社代表取締役社長）は、「今回の協定地を、人と森林と
の関係が紡がれていくよう“ぐんまつむぎの森”と名付け、植樹や育樹
活動も積極的に取り組んでいきたい」と述べました。

令和４年８月26日　群馬県庁

株式
会社クスリのマルエ

「ぐんま緑の県民基金へ寄付金寄贈」

本　　　社　群馬県桐生市相生町３丁目547-1
　　　　　　TEL 0277-55-6077
足利営業所　栃 木 県 足 利 市 借 宿 町 4 8 3 - 1
　　　　　　TEL 0284-64-9237

次世代の未来のために. . .
　　今 私たちがするべき事を堅実に

両毛資源開発株式
会社

両毛資源開発
詳しくは、ホームページをご覧ください 〒378-0126 沼田市白沢町上古語父233番地の１

合法木材供給認定事業所 群馬県木連第19-22号
木材･建材･住器･住宅環境資材等の販売

TEL.0278-20-9125　FAX.0278-20-9126
E-mail:woodtech@po.kannet.ne.jp
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令和４年11月19日、ぐんま森林インストラクター会による自然観察
会が、安中市の小根山森林公園において開催されました。
観察会では、落ち葉を歩く観察会のテーマの通り、森林内にはサクサ
クと落ち葉を踏みしめる音が響き渡っていました。散策コースでは“ス
ズカケのみち”や“ケヤキのみち”などエリアごとに様々な樹種が観察
できるほか、100年スギやスズカケの巨木など雄大な自然の力強さに
ふれる散策に、疲れも忘れ約５時間の観察会を笑顔で楽しんでいました。

日本森林林業振興会前橋支部では、
森林の機能や仕組み等の理解を深め
る森林環境教育の一環として、自然
観察会や体験型事業などを行ってい
ます。令和４年10月１日には、「草
津殺生河原 秋の観察会」が開催さ
れ、約40名の参加者が集いました。
当日は天候にも恵まれ、高原の
清々しい空気のもと草津殺生河原か
ら草津温泉スキー場までの自然遊歩
道を散策。火山活動や高原植物の遷
移の様子を楽しみ、また一足早い秋
の訪れを感じていました。

一　　般
財団法人日本森林林業振興会前橋支部
「草津殺生河原 秋の観察会」

ぐんま森林インストラクター会
「小根山森林公園 落ち葉を歩く観察会」

令和４年10月１日　殺生河原周辺 令和４年11月19日　小根山森林公園（安中市）

ぐんまぐんま

イベントイベント
山 とと 森林

もり
　群馬県では、山や森に親しみ、学び、その恵みに

感謝し、これを守る取り組みとして、県内で森林や

自然に関わる団体を中心に県民参加型のイベントを

募集し、広く県民に発信し自然にふれあう機会を提

供しています。

　令和４年度には、各団体の得意分野や特質をいか

した100を越えるイベントが企画され、多くの県

民の笑顔が溢れていました。

森づくり、森林とのふれあい促進等の活動をしています。

一般財団法人日本森林林業振興会
前橋支部

支部長　高　嶋　伸　二

〒371-0035  前橋市岩神町4-17-3
TEL(027)231-2270　FAX233-0992
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ぐんま山とぐんま山と森森
も りも り

林林イベントイベント

公　　益
社団法人群馬県緑化推進委員会
「巨樹・古木巡りツアー」

群馬県緑化推進委員会では、古来より地域のシンボルとして人々の精
神的な支えや暮らしに密接に関わってきた、“緑の財産”とも言うべき
巨樹や古木を巡り、緑を大切にする気持ちや緑化意識の高揚と啓発を図
ることを目的に、「巨樹・古木巡りツアー」を開催しています。このツアー
は毎年春と秋の年２回開催され、県内４コース（吾妻・東毛・西毛・利
根沼田）に分かれて行われています。令和４年11月５日には、第55回
目となる同ツアーが開催され、約90名が参加しました。
西毛コースでは、妙義神社や貫前神社など寺社の境内に聳える巨樹古
木が多く、推定樹齢600年の県指定天然記念物の水宮神社の大ケヤキ
や、同じく推定樹齢600年の市指定天然記念物の貫前神社のスダジイ
など、悠久の時を経て力強く聳える姿に参加者も目を奪われていました。
また同ツアーには樹木医がガイドとして同行し、樹木の解説をはじめ地
域の歴史なども交えた解説に興味深く聞き入っていました。

群馬の「森林」と「子どもたち」にとって効果的な森林環境教育をデ
ザインすることを目的に、森林環境教育関係者による話題提供と参加者
を交えたフリートークによる協働ミーティングが、令和４年12月19
日、群馬県庁32階「NETSUGEN」を会場に行われました。
このミーティングでは、高崎経済大学教授の飯島明宏氏をファシリ
テーターとして、剱持雅信氏（ぐんま山森自然楽校）、柴崎薫氏（サン
デン㈱）、橋本秀也氏（アサヒ飲料㈱群馬工場）、小林大輔氏・中山太平
氏（国立赤城青少年交流の家）の環境教育を行う団体・企業に加え、学
校関係として高崎市立六郷小学校校長各務明彦氏、行政関係より森林保
全課緑化推進主監石丸順氏、特別ゲストとして富所哲平氏（吉本興業　
アンカンミンカン）の９名により進められました。
各団体・企業からは日頃の事業の取り組みに加え課題や目標などが事
例発表を含めて行われ、それぞれの工夫を凝らした取り組みに関心の声
が聞こえました。一方、指導者育成や継続した子供たちへの教育など共
通の課題も浮かび、各団体や行政との連携や、森林・環境学習へつなげ
るためにも自然は楽しいと子供たちに感じてもらう仕掛けづくりが大切
であるなどの意見が交わされていました。

令和４年11月5日　県内４コース（写真は西毛コース）
西毛コース
妙義神社のシダレザクラ・コウヤマキ・ウラジロカシ（富岡市）→貫前神
社のスダジイ（富岡市）→ムクロジと御殿ザクラ（甘楽町）→仁叟寺のカヤ
（高崎市）→水宮神社の大ケヤキ（藤岡市）→萩原の大笠マツ（高崎市）

貫前神社のスダジイ貫前神社のスダジイ

仁叟寺のカヤ仁叟寺のカヤ水宮神社の大ケヤキ水宮神社の大ケヤキ

地域課題解決を目指す！テーマ対応型協働ミーティング

「森林環境教育をデザインする」「森林環境教育をデザインする」
令和４年12月19日　群馬県庁32階「NETSUGEN」

話題提供者
ぐんま山森自然楽校代表：剱持雅信氏、サンデン株式会社：柴崎薫氏、アサヒ
飲料㈱群馬工場：橋本秀也氏、国立赤城青少年交流の家：小林大輔氏・中山
太平氏、高崎市立六郷小学校校長：各務明彦氏、環境森林部森林局森林
保全課緑化推進主監：石丸順氏

ファシリテーター
高崎経済大学教授

飯島　明宏 氏

地域と共に生きる病院
訪問看護・介護　併設、在宅支援

北関東神経疾患センター 23 9261

群馬県認知症疾患医療センター 20 1103

サービス付き
　高齢者向け住宅フォレスト 25 8885
託児所 みどりの国併設 22 3500
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群馬県造林協会 第75回通常総会

令和４年９月22日、ぐんま男女共同参画センターにおいて、群馬県
造林協会第75回通常総会が開催されました。
開催にあたり挨拶に立った岩井会長は、日頃からの事業推進に対して
感謝を述べると共に、林業の振興と山村地域の発展に向け、造林・間伐
を中心とした森林整備の推進に引き続き取り組んでいく旨の挨拶を述べ、
協力を求めました。
岩井会長を議長に進められた総会では、令和３年度事業報告、令和４
年度事業計画・収支予算など、全５議案について審議が行われ、満場一
致の拍手により可決されました。
また、総会に合わせて、群馬県造林協会が主催する「第72回群馬県
造林品評会」と「第16回群馬県森林整備写真コンクール」の表彰式も
行われ、農林水産大臣賞をはじめとする各賞が受賞者に贈られました。

令和４年度事業計画
事業方針
　森林・林業の成長産業化と持続可能な森林経営の確立のため、森林整
備（造林・間伐・皆伐、再造林）事業予算の拡充を図るとともに、森林
の公益的機能の発揮と林業の健全な発展を通じて、農山村地域の振興
を図ることを目的とし、令和４年度も森林整備関連予算の拡充をはじめ
とした、下記の事業を積極的に実施していきます。

事業計画
（１）造林・間伐関係予算確保のための、国及び県に対する要請活動
（２）造林及び森林整備事業推進のための活動
（３）松くい虫防除、獣害対策推進のための活動
（４）森林・林業・みどりにかかわる広報宣伝事業の実施
（５）造林品評会並びに写真コンクールの開催
（６）県の施策に対する協力
（７）林政推進協議会をはじめ、各種団体との協調
（８）中央団体の活動への参加
（９）その他本会の目的を達成するために必要な事業

群馬県造林協会役員

役　員 氏　名 選出区分及び所属

顧　　問 星野　　寛 前群馬県造林協会長

会　　長 岩井　　均 学識経験者

副 会 長
狩野　浩志 学識経験者・県議会議員

上原　又樹 高崎地区・碓氷川森林組合長

常務理事 八木原勇治 学識経験者・県森連会長

理　　事

井田　由夫 学識経験者・県森林・緑整備基金理事長

外山京太郎 利根沼田地区・利根沼田森林組合長

新井　利明 多野藤岡地区・多野東部森林組合長

有馬嘉太郎 吾妻地区・吾妻森林組合長

村上　利朗 東部地区・桐生広域森林組合長

代表監事 石井　　薫 富岡地区・下仁田町森林組合長

監　　事 前原　良男 渋川地区・赤城南麓森林組合長

最優秀賞（農林水産大臣賞)
　奈良原 悦子 氏

令和４年９月22日　ぐんま男女共同参画センター

群馬県造林協会

岩井 均 会長

（各受賞者は次頁にて紹介）

第72回
群馬県造林品評会

第16回
群馬県森林整備写真コンクール
最優秀賞
　笠原 昌也 氏

前原 良男
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群馬県の充実した森林資源を活用し、県産木材による自立分散型社会
の実現に向けた林業の競争力強化には、新たに効率的な作業システムを
構築し、皆伐による素材生産と確実な再造林を推進することが重要です。
これを受け、群馬県ではタワーヤーダによる全木集材を試行的に実施し、
架線系作業システムの本県での適応について実証を利根沼田森林組合と
連携して行っています。
令和４年８月24日には、この取り組みの現地視察会が開催され、県
内の森林事務所並び林業事業体等約90名が参加して行われました。
午前中は、みなかみ町カルチャーセンターを会場に、タワーヤーダの
実証事業について説明が行われ、今回モデル地区となった約１haの皆
伐現場での生産性やコストについて解説が行われました。
また午後には、芦沢地内の実証地へと移動し、実際の施業状況などを
視察。タワーヤーダにより集材された木材を造材、積み込み、運搬する
一連の流れを見学し、斜度の高い林地における安全性や効率性について
の見識を深めるとともに、作業員の感想などに興味深く耳を傾けていま
した。

第72回群馬県造林品評会

第16回群馬県森林整備写真コンクール

第72回群馬県造林品評会入賞者（敬称略）
最優秀賞（農林水産大臣賞）
　奈良原　悦子（樹種：スギ）
優秀賞（林野庁長官賞）
　砂川工業組合（樹種：カラマツ）
金賞（群馬県知事賞）
　中嶋　弘六（樹種：コナラ）
　井田　幸子（樹種：スギ）
銀賞（日本造林協会長賞）
　佐藤　郷子（樹種：スギ）
　戸塚きみ子（樹種：カラマツ）

第16回群馬県森林整備写真コンクール最優秀賞・優秀賞（敬称略）
最優秀賞　笠原　昌也「やればできる『初めての架線集材』」
優 秀 賞　栗田　ほみ「驟雨に濡れ、光る下草」
　　　　　河合　英治「急げ！雪がきた」
佳作：３点　努力賞：17点

タワーヤーダ現地視察会タワーヤーダ現地視察会
令和４年８月24日　みなかみ町

タワーヤーダ現地視察会タワーヤーダ現地視察会

皆伐現場皆伐現場

利根川源流森林整備隊
源流の森を美しく・森林CO2吸収量認証

ボランティア募集中
事務局　利根郡みなかみ町月夜野938番地１

☎（0278）25－8228

外山京太郎
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群馬県と群馬県緑化推進委員会では、県内の児童と教員を対象に、自然の
快適さや楽しさを体験しながら、森林の持つ機能や効果、また森林や林業の
重要性の認識を通し森林保全や環境保護等への意識啓発を図るとともに、教
員に対して実践的・技術的な研修を行い学校を中心とした継続的な森林環境
学習の実施を推進することを目的に、夏の森林教室を開催しています。
令和４年度の同教室には、前橋市と高崎市の３つの小学校より約30名が参
加し、サンデンフォレストをフィールドに、自然観察やツリーイング、ネイ
チャーゲームなどが行われました。
自然観察ではサンデンフォレストの指導員により樹木や草木の観察、また森
林の機能や役割について学習。森林と人が密接に関わっている事や、土砂災
害を防ぎ地球温暖化ガスを吸収してくれる森林の公益性について子供たちは
学び、自然や森林を守り育てる大切さを感じていました。
ツリーイングではロープを使用して木登りに挑戦。最初は地面に足がつかな
い状態に怖さを感じながらも、慣れてくると身体を持ち上げるフットロープを
力いっぱいに踏み込み、上空から見渡す森林の景色を笑顔で眺めていました。
またネイチャーゲームでは、ツリーイン
グで木にロープを渡すロープスローを取
り入れた的当てやフレームで自然の風景
を写真の様に切り抜くアクティビティな
どが行われ、子供たちは自然の姿を楽し
みながら観察し、自然の中で活動する面
白さを満喫していました。

令和４年７月21日　サンデンフォレスト

夏の森林教室夏の森林教室

　令和４年７月28日、渋川市の塚越屋七兵衛を会場に、群馬県林業改良普
及協会による令和４年度教育情報事業講習会が開催されました。
　この講習会は森林土木事業のみならず、群馬県の森林林業情勢などにつ
いて見識を深めることを目
的に毎年開催されています。
　講習会では、群馬県環境
森林部森林局の林政課、林
業振興課、森林保全課のそ
れぞれの課長が講師を務め
各課の事業についての説明
や、群馬県の森林情勢、森
林林業施策などについて講
義が行われました。

令和４年７月28日　渋川市

群馬県林業改良普及協会
「令和４年度教育情報事業講習会」

自然観察会自然観察会 ネイチャーゲームネイチャーゲーム ツリーイング体験ツリーイング体験

令和４年度教育情報事業講習会令和４年度教育情報事業講習会

有限会社 長岡興業
代表取締役　長岡  光昭

渋川市赤城町三原田600-1

☎（0279）56－7144 FAX（0279）56－7908

総 合 建 設 業

代表取締役　清水　一希

創業明治11年
総合建設業・一級建築士事務所　製材・プレカット・アスウッド

株式会社　研　屋
本社／高崎市飯塚町805　TEL 027－361－5095
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群馬県森林土木建設協会
「森林整備ボランティア活動」

桐生地区（みどり市会場）桐生地区（みどり市会場）

富岡地区
　令和４年７月20日　藤田峠森林公園
桐生地区
　令和４年７月28日　みどり市笠懸
　令和４年12月７日　桐生市金葛地内
利根沼田地区
　令和４年10月26日　沼田市おとぎの森
渋川・前橋地区、法面協会
　令和４年10月28日　吉岡町上野田地内
藤岡地区
　令和４年11月18日　桜山公園
高崎・安中地区
　令和４年11月24日　高崎市城山住宅団地内
吾妻地区
　令和４年11月29日　北毛少年自然の家

　群馬県森林土木建設協会では、群馬県が推進する「企業参加の
森林づくり」事業に賛同し、平成18年より県内８カ所で協定を結
び森林整備ボランティア活動を展開しています。
　令和４年度も、全協定地において下刈りや除間伐作業などの森
林整備が実施されたほか、県内外より多くの観光客が集まる冬桜
公園や市民の憩いの場となっている登山道など、訪れた人が自然
の素晴らしさを十二分に感じることが出来るようにと森林保全だ
けでなく各協定地の特性に合わせた景観整備にも取り組み、活動
に汗を流していました。

群馬県森林土木建設協会

会長  山藤 浩一 氏

桐生地区（桐生市会場）桐生地区（桐生市会場）

富岡地区富岡地区 利根沼田地区利根沼田地区

渋川・前橋地区、法面協会渋川・前橋地区、法面協会 藤岡地区藤岡地区

高崎・安中地区高崎・安中地区 吾妻地区吾妻地区

森林土木事業を通して、山村振興と山地災害防止に貢献

群馬県森林土木建設協会
会長 山藤　浩一

〒371－0854　群馬県前橋市大渡町1－10－7（群馬県公社総合ビル6階）
E-mail：gun-sidokeki@tiara.ocn.ne.jp☎（027）280－6256 FAX（027）255－6265
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群馬県環境賞顕彰式 及び
ぐんまの木利用促進功労者表彰式

令和４年11月16日　群馬県庁昭和庁舎

　令和４年11月16日、群馬県庁昭和庁舎において、令和４年
度群馬県環境賞顕彰式及びぐんまの木利用促進功労者表彰式
が執り行われました。
　群馬県環境賞顕彰は、環境分野において日々の実践活動、
調査研究活動、自然保護等に顕著な功績があった個人や団体
に加え、令和２年度からは、「ぐんま５つのゼロ宣言」の実現
に大いに貢献する活動を行った方へ顕彰を行っています。令
和４年度は７個人・４団体が選ばれました。
　また、ぐんまの木利用促進功労者表彰は、県産木材の利用
促進に関し特に優れた取り組みを行った個人や団体を令和２
年度より表彰しており、１個人・３団体が選ばれました。

環境功績賞
環境の保全及び創造の分野
　竹内　猶則
　サンデン株式会社
　株式会社林藤ハウジング
環境美化、ごみの減量化及び再生利用等の分野
　西原　勝
　井藤　博正
　田部井　俊彦
自然保護の分野
　林　俊夫
　棚橋　弘
　桐生自然観察の森友の会
野生生物保護の分野
　水野　敦子
　利根沼田猟友会片品支部

群馬県環境賞顕彰（敬称略） ぐんまの木利用促進功労者表彰（敬称略）
三ツ葉楽器株式会社
株式会社モアブレーン
東泉　清壽
群馬県産２×４材販路拡大グループ

令和４年度 群馬県建設工事表彰式
令和４年10月27日　群馬県庁昭和庁舎
　令和４年10月27日、群馬県庁昭和庁舎において、令和４
年度群馬県建設工事表彰式（環境森林部長表彰）が行われま
した。この表彰式は環境森林部が発注し、令和３年度に完成
した森林土木等工事のうち、適正な工程管理及び優れた施工
技術によって、出来形及び品質が優れ、他の模範となる施工
者及び主任技術者を表彰しています。
　今回は94の対象箇所より、４つの工事が選ばれ、施工業者
及び監理（主任）技術者がそれぞれ表彰されました。

　　会社表彰　　／　　優良技術者表彰（敬称略）

上原建設株式会社／監理技術者　安藤　　収
株式会社高特　　／監理技術者　永井　和明
株式会社椎坂建設／主任技術者　小林　義孝
株式会社金子建設／主任技術者　諏訪　有基

令和４年度群馬県建設工事表彰
（環境森林部長表彰）

令 和令 和
４年度４年度
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群馬県立農林大学校
「第39回榛の木祭」
令和４年11月12日　群馬県立農林大学校

樹木医認定報告
令和５年１月５日　群馬県庁

　群馬県立農林大学校では、「地域に根差した農林大学校」を目指して、
学生が生産した農林産物の販売や学習状況の展示を通して農林大学校へ
の理解を深めてもらうことを目的に、「榛の木祭」を開催しています。
新型コロナウイルス感染拡大防止を受け、期間中は関係者のみでの実施
等の対応を行っていましたが、令和４年11月12日・13日に開催され
た「第39回榛の木祭」では、初日の12日には３年振りに一般来場者を
迎えて行われました。
　会場には、学生が日頃取り組んでいる学習の成果が展示されたほか、
生産した農産物の販売、また農産物を使用した料理などが販売され、来
場者も久しぶりの榛の木祭を笑顔で楽しんでいました。

　樹木の診断・治療をはじめ、貴重な後継樹の保護育成や樹木保護に関
する知識の普及・指導を行う専門家として、一般財団法人日本緑化セン
ターでは樹木医資格認定制度を行っています。本年度は全国で92名が
合格し、群馬県からは島倉瑛枝氏が樹木医に認定され、令和５年１月５
日に環境森林部長須田恵理子氏へと樹木医合格の報告が行われました。
　島倉氏は合格報告とともに、「１本１本の樹木に寄り添いながら森林
整備出来ないかと考え樹木医の取得を考えました。これからは樹木医と
して診断や治療の知識を深めていきたい」と意欲を見せ、同席した日本
樹木医会群馬県支部長の石橋照夫氏からは「様々な経験を通して知識を
習得してもらうと共に、診断する樹木が倒木等により人々に危険が及ぶ
樹木であるかの判断ができる樹木医になっていただきたい」と期待を寄
せていました。

　2022年秋の褒章で、NPO法人
フォレストぐんま21が緑綬褒章を
受章し、令和４年11月24日に群馬
県庁において伝達式が行われまし
た。
　同会は、1997年に任意のボラン
ティア団体として活動を開始、
2002年にはＮPO法人として設立
し、その間理想の森づくりのために
活動を展開しています。現在も手入
れが行き届いていない里山や竹林で
年間100件ほど県内各地で整備に
取り組んでいます。また、企業や団
体への森林整備へ参加すると共に整
備方法の指導、環境・森林イベント
での木工クラフト教室の開催など、
精力的に活動を行っています。

2023年新年号（通巻141号）

令和5年1月31日

公益社団法人

一般財団法人
群馬県森林・緑整備基金

佐　藤　幸　郎
岩　井　　　均

NPO
法 人フォレストぐんま２１
緑化推進奉仕団体として緑綬褒章受章

森林コース学生によるチェーンソー実演森林コース学生によるチェーンソー実演

橋爪　洋介

新井　隆夫
堀川正一郎　小菅　正治
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（五十音順）（五十音順）

株式会社 武藤組
代表取締役　武藤恭平

吾妻郡草津町草津266－14
☎（0279）88－3022㈹  FAX88－2242

総 合 建 設 業

https://www.hokubu-k.co.jp/

都建設株式会社
長野原町長野原1369-1

☎（0279）８２－２１９３㈹ FAX（0279）８２－３０９７

代表取締役　星野勝義

総 合 建 設 業

孝
178-1

代表取締役社長 勝野　政和

和仁

ホームページ　http://ishizeki.co.jp

総　合　建　設　業

代表取締役　池 原　純
池原工業株式会社

本社　吾妻郡東吾妻町大字原町160
☎0279－68－7111　FAX0279－68－7119

土木、建築、生コン、アスコン

将彦

竹内　猶則
501-1

堀米　睦弘

田子林業株式会社
代表取締役　田 子 公 寛

渋川市赤城町津久田307-1
☎（0279）23-1214  FAX 23-1124

“みんなで守ろう  郷土の環境”

株式会社 木 暮 組
総合建設業

KIGURE
ＢＣＰ認定企業

ＩＳＯ ９００１認証取得

確 か な 技 術 で 豊 か な 未 来 を

〒379-1115
群馬県渋川市赤城町溝呂木452

TEL：(0279)56-2811（代表）

FAX：(0279)56-5428

代 表 取 締 役 木暮　唱

樋口建設株式会社
代表取締役　樋口  勝彦

渋川市北牧863-1
☎0279（20）2100  FAX0279（20）2255

謹賀新年
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萩原建設株式会社
総 合 建 設 業

代表取締役　　萩原  信夫
甘楽郡下仁田町大字下小坂200

☎（0274）82‒3002 FAX82‒6037

https://ue-ken.co.jp
五十嵐　修

㈲　神　戸　造　園
甘楽郡下仁田町馬山4141の34

代表取締役　神戸和徳

造園・造園資材・一般土木工事請負

TEL 0274（82）5760番　FAX 0274（82）5011番

西毛建設株式会社
甘楽郡下仁田町大字川井109-1

☎（0274）82－3366㈹  FAX 82－3566

代表取締役　橳島　幸正

総 合 建 設 業

代表取締役  神戸  康宏

萩原建設株式会社
安中市下秋間654

☎（027）381－2850  FAX 382－6411

代表取締役　萩原　永史

総 合 建 設 業

TEL 027－381－0300　FAX 027－382－6414

代表取締役　大澤 卓朗
安中市安中3－15－17

総合建設業

安中土建（株）
秀昭

光井工業株式会社
代表取締役　光 井 広 輝
利根郡片品村越本2535

総　合　建　設　業

☎（0278）５８－３６４１㈹  FAX５８－３４６２

峰岸土木株式会社
安中市松井田町横川552－5

☎（027）395－3711㈹  FAX 395－2572

代表取締役　峰岸　正船

総 合 建 設 業

〒370-2622 甘楽郡下仁田町中小坂3106
☎0274-82-3331　FAX0274-82-5006

URL　https://minashiro.jp

ISO 9001
認証取得

高麗　　和夫

謹賀新年
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磯村　欽三代表取締役社長

倉渕事業所

本社／神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目３番５号クイーンズタワーC１２階

原木自動選別機対応　売上生産システム
オリジナルソフトウェア開発
保安林台帳情報管理システム
＠PartsLinkシステム
ミルシート管理システム

WEBコンテンツ開発
携帯コンテンツ開発
PCトラブルサービス
ネットワーク構築

林業機械・緑地管理機械販売
修理・レンタル

代理店：イワフジ工業（株）
　　　　やまびこ（新ダイワブランド）
　　　　ハスクバーナーゼノア（株）
　　　　（株）スチール
　　　　（株）ニッカリ

素材生産事業（立木伐採搬出）
造成地伐採事業
造林事業
除草事業
緑地管理事業

ケーブルクレーン・モノレール
架設設計施工

営 

業 

部

事 

業 

部

本　社  〒378-0065 群馬県沼田市堀廻町374-4
事務所  〒378-0031 群馬県沼田市薄根町3301-1

トキワコンクリート工業（株）
本社・工場  〒379-2106 前橋市荒子町1601
TEL 027-268-2405㈹  FAX 027-268-3325

◎カチオンフレーム工法は間伐材を縦組、横組
　自由簡単に組み立てられる残存型枠です。
１．砂防堰堤の型枠材
１．土留め擁壁の型枠材
１．曲線の組み立てが可能
お問い合わせ先

サビない型枠
間伐材を利用した新しい型枠

型枠面積100㎡当り
●支持部材は１パレット
●平割り材は
　長さ４ｍで280本

立体物の

企画・製作・販売

什器・パネル

広告制作
販促・冊子

Web・デジタルコンテンツ企画・立案・制作・配信・運営販売・保守

写真・動画・

ドローン撮
影

撮影・編集
・

加工・販売

〒379‐2154  群馬県前橋市天川大島町305‐1
TEL 027-224-6245㈹　FAX 027-224-6290
URL http://jomai.jp　E-mail info@jomai.jp

共に悩み、考える
ビジネスパートナーとして
お客様の抱える問題点やニーズを明確にするためのプロセスを考え、目標達成のための的確な提案と
それを実現するためのパートナーとして、私たちはお役に立ちたいと思っています。


